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1　

は
じ
め
に

　
『
大
江
千
里
集
』（
以
下
、「
千
里
集
」
と
表
記
す
る
）
の
伝
本
は
、

（
1
）
流
布
本
系
統
と
（
2
）
異
本
系
統
の
二
系
統
に
大
別
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
二
系
統
の
大
き
な
違
い
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
、『
新
編
国

歌
大
観
』（

1
（

の
「
千
里
集
」
解
題
（
木
越
隆
氏
担
当
）
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
系
統
の
大
き
な
違
い
は
、
流
布
本
系
統
に
は
、
句
題
の
な

い
和
歌
が
一
一
首
あ
り
、
ま
た
欠
字
等
も
あ
る
が
、
異
本
系
統
に
は

句
題
が
す
べ
て
あ
り
（
巻
末
の
一
〇
首
は
別
）、
欠
字
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。
異
本
系
統
に
は
重
出
歌
が
一
首
（
二
四
・
七
一
）
あ
る
が
、

流
布
本
系
統
に
比
べ
れ
ば
、体
裁
の
整
っ
た
本
文
で
あ
る
。
勅
撰
集
、

私
撰
集
等
の
千
里
の
歌
は
、
こ
の
異
本
系
統
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
古
く
は
、
大
江
千
里
の
歌
集
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
中
世
頃
か
ら
、
流
布
本
系
統
の
本
文
の
ほ
う

が
多
く
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

解
題
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に「
異
本
系
統
に
は
句
題
が
す
べ
て
」

存
在
し
「
欠
字
も
な
い
」
点
か
ら
、
金
子
彦
二
郎
氏
は
異
本
系
統
の
書
陵

部
本
を
最
善
本
と
さ
れ（

2
（

、
以
降
、
金
子
氏
の
論
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
に
対
し
橋
本
不
美
男
氏
は「
句
題
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

伝
存
経
路
の
明
ら
か
で
な
い
書
陵
部
本
を
最
善
本
と
す
る
こ
と
は
危
険
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ（

3
（

、
流
布
本
系
統
の
原
型
を
探
る
こ
と
の
必
要
性
を

提
言
さ
れ
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、藏
中
さ
や
か
氏
（
二
〇
〇
〇
）（

4
（

は
、

歌
順
の
点
か
ら
、
異
本
系
統
よ
り
も
流
布
本
系
統
で
あ
る
伝
寂
蓮
筆
本
が

伝
寂
蓮
筆
本
系
『
大
江
千
里
集
』
の
考
察

 

坂
　
本
　
美
　
樹

　



18

原
態
に
近
い
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
近
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
よ
り
書
陵

部
本
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
本
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

論
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
稿
者
は
、
岡
山
市
に
あ
る
林
原
美
術
館
に
て
、
流
布

本
系
統
の
な
か
で
も
伝
寂
蓮
筆
本
系
に
属
す
と
思
わ
れ
る
「
千
里
集
」
を

新
た
に
三
本
確
認
し
た（

5
（

。
伝
寂
蓮
筆
本
と
推
定
さ
れ
る
理
由
は
、
当
該
三

本
の
書
写
奥
書
に
「
寂
蓮
法
師
自
筆
本
」
を
も
っ
て
書
写
し
た
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
流
布
本
系
統
の
中
で
も
主
軸

を
に
な
う
伝
寂
蓮
筆
本
系
統
の
整
理
、分
類
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
流
布
本
系
統
の
諸
伝
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
書
写
年
代
を
特
定
で

き
る
も
の
は
少
な
く
、
書
写
年
代
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
も
、
遡

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
一
六
六
七
年
ま
で
で
あ
っ
た（

6
（

。
し
か
し
、
今
回
確

認
さ
れ
た
該
本
三
本
の
う
ち
、
一
本
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
五
）
に
書
写

さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
六
六
七
年
を
十
二
年
も
遡
る
写
本
で
あ

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
残
り
二
本
も
伝
寂
蓮
筆
本
と
の
関
係
性
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
千
里
集
」
の
本
文
研
究
お
よ
び
享
受
史
の

観
点
か
ら
、林
原
美
術
館
本
は
大
変
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
は
、
林
原
美
術
館
蔵
「
千
里
集
」
三
本
の
本
文
系
統
を
明

ら
か
に
し
、
系
統
内
の
整
理
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、

該
本
三
本
が
「
千
里
集
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
伝
本

な
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

2　

林
原
美
術
館
蔵
「
千
里
集
」
三
本
の
書
誌

　

本
章
で
は
、林
原
美
術
館
蔵
「
千
里
集
」
の
三
本
の
書
誌
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
書
誌
の
紹
介
は
所
蔵
番
号
順
に
お
こ
な
う
。

①
池
田
光
政
筆
本

　

所
蔵
番
号
【
書
跡463

】。
巻
子
本
。
一
軸
。
タ
テ
の
長
さ
は
二
五
・
〇

㎝
で
、
ヨ
コ
は
一
紙
に
つ
き
約
四
〇
㎝
で
、
十
五
枚
の
紙
を
つ
ぐ
。
外
題

は
打
ち
付
け
書
き
で
「
大
江
千
里
集
」
と
あ
る
。
表
紙
は
若
葉
色
の
料
紙

に
金
泥
銀
泥
で
薄
と
萩
を
描
き
、
金
銀
の
野
毛
や
箔
を
散
ら
し
た
贅
沢
な

仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
見
返
し
も
ま
た
、
金
泥
で
雲
と
霞
、
銀
泥
で
草
花

を
描
い
て
い
る
。
本
文
は
斐
楮
混
漉
の
紙
を
使
用
。
和
歌
は
上
下
句
分
か

ち
書
き
に
し
、
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
序
文
末
尾
に
は
「
寛

平
六
年
四
月
二
十
五
日
／
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
該
本
は
巻
末
に
「
寂
蓮
法
師
以
自
筆
本
書
写
之
畢
」
と
い

う
書
写
奥
書
を
有
す
る
。
函
の
中
央
に
「
大
江
千
里
集
」
と
題
が
打
ち
付

け
書
き
に
さ
れ
、
さ
ら
に
右
上
に
「
光
政
公
御
筆
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
が

あ
る
。
ま
た
、
包
紙
に
も
「
光
政
公
御
筆
／
大
江
千
里
集
」
と
書
か
れ
て
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い
る
こ
と
か
ら
、
該
本
を
「
池
田
光
政
筆
本
」
と
呼
称
す
る
。
総
歌
数

一
二
五
首
。
内
題
、
序
文
、「
春
」、「
夏
」、「
秋
」、「
冬
」、「
風
月
」、「
遊

覧
」、「
雑
部
」、「
述
懐
」、「
詠
懐
」、
書
写
奥
書
の
順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

②
池
田
綱
政
筆　

明
暦
四
年
本

　

所
蔵
番
号
【
書
跡550-1
】。
綴
葉
装
。
小
四
ツ
半
。
一
冊
。
タ
テ

一
八
・
四
㎝
×
ヨ
コ
一
三
・
二
㎝
。
表
紙
は
土
色
の
布
地
に
緑
の
糸
で
草
花

が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
外
題
な
し
。
内
題
に
「
大
江
千
里
集
」
と
あ
る
。

料
紙
に
は
鳥
の
子
を
使
用
し
、見
返
し
は
本
文
共
紙
。
墨
付
き
二
十
五
丁
、

後
に
遊
紙
三
丁
の
全
二
十
八
丁
か
ら
な
る
。
一
面
七
～
八
行
書
き
で
、
和

歌
は
基
本
的
に
上
下
句
分
か
ち
書
き
に
し
て
い
る
が
、
所
々
句
ま
た
が
り

の
箇
所
が
存
在
す
る
。
朱
筆
と
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
序
文

末
尾
に
は「
寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日
／
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
該
本
も
書
跡463

と
同
様
、
巻
末
に
書
写
奥

書
を
有
し
て
い
る
が
、「
寂
蓮
法
師
以
自
筆
本
／
書
写
之
畢
文
字
等
少
々

不
／
審
疑
姑
俟
善
本
者
也
／
干
時
明
暦
四
歳
文
月
念
三
」
と
書
写
年
月
日

ま
で
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
点
に
①
と
の
違
い
が
あ
る
。
な
お
、
三

本
の
う
ち
、奥
書
に
書
写
年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
該
本
の
み
で
あ
る
。

函
と
包
紙
に
「
綱
政
公
御
筆
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
書
写
奥
書
に

「
明
暦
四
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、該
本
を
「
池
田
綱
政
筆　

明
暦
四
年
本
」

と
呼
称
す
る
。
総
歌
数
一
二
五
首
。
内
題
、
序
文
、「
春
」、「
夏
」、「
秋
」、

「
冬
」、「
風
月
」、「
遊
覧
」、「
雑
部
」、「
述
懐
」、「
詠
懐
」、
書
写
奥
書
の

順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

③
池
田
綱
政
筆　

延
宝
五
年
本

　

所
蔵
番
号
【
書
跡570-11-1

】。
綴
葉
装
。
枡
型
本
。
タ
テ
一
六
・
二
㎝

×
ヨ
コ
一
六
・
〇
㎝
。
表
紙
は
伽
羅
色
に
金
で
霞
引
き
を
し
、
金
銀
の
切

箔
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
青
朽
葉
色
の
題
簽
に
墨
筆
で
「
大
江
千

里
集
」
と
書
く
。
見
返
し
に
は
表
紙
と
同
様
に
金
銀
の
桐
箔
と
野
毛
が
散

ら
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
斐
楮
混
漉
。
墨
付
二
十
五
丁
、
後
に
遊
紙
三
丁

を
置
い
た
全
二
十
八
丁
。
一
面
八
行
書
き
で
、
和
歌
は
上
下
句
分
か
ち
書

き
に
す
る
。
墨
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
序
文
末
尾
に
は
「
寛
平

六
年
四
月
二
十
五
日
／
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
書
写
奥
書
に
は
「
寂
蓮
法
師
以
自
筆
本
／
書
写
之
畢
」
と
あ

り
、
①
と
同
様
、
書
写
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
紙

の
装
丁
と
紙
の
共
通
性
か
ら
該
本
と
セ
ッ
ト
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
一
本
の
奥
書
に
「
延
宝
乚
卯
三
暦
神
無
月
廿
日
」
と
あ
り
、
こ
の
書
写

年
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
該
本
は550-1

の
二
十
二
年
後
に
書
写
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
右
記
の
理
由
と
「
綱
政
公
御
筆　

御
綴
物
」
と
書

か
れ
た
函
に
入
っ
て
い
る
点
か
ら
、
該
本
を
「
池
田
綱
政
筆　

延
宝
五
年
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本
」と
呼
称
す
る
。
総
歌
数
一
二
五
首
。
内
題
、序
文
、「
春
」、「
夏
」、「
秋
」、

「
冬
」、「
風
月
」、「
遊
覧
」、「
雑
部
」、「
述
懐
」、「
詠
懐
」、
書
写
奥
書
の

順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
林
原
美
術
館
本
三
本
の
書
誌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
次

章
で
は
三
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3　

林
原
美
術
館
蔵
「
千
里
集
」
三
本
の
本
文
系
統

　

林
原
美
術
館
本
三
本
は
、
ど
れ
も
書
写
奥
書
を
有
し
て
お
り
、「
寂
蓮

法
師
自
筆
本
」
を
も
っ
て
書
写
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
3
章
で
は
、

は
じ
め
に
藏
中
さ
や
か
氏
（
二
〇
〇
〇
）
の
研
究
を
も
と
に
、
流
布
本
系

統
諸
伝
本
の
分
類
を
整
理
し
、
次
に
、
本
文
異
同
か
ら
林
原
美
術
館
本
が

ど
の
系
統
に
属
す
か
を
検
証
す
る
。

3

−

1　

流
布
本
系
統
の
分
類
に
つ
い
て

　

蔵
中
氏
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
こ
れ
ま
で
伝
寂
蓮
筆
本
と
群
書
類
従
本
系

に
分
類
さ
れ
て
き
た
流
布
本
系
統
を
次
の
よ
う
に
再
分
類
さ
れ
た
。

（
1
）「
四
月
二
十
五
日
本
」
系

別
本
…
総
歌
数
は
巻
頭
二
首
を
欠
い
た
一
二
三
首
で
、
巻
末
に
「
建

暦
元
年
正
月
日　

定
家
」と
あ
る
。「
春
」部
か
ら「
秋
」部
に
か
け
て
、

錯
簡
に
よ
る
歌
順
錯
乱
あ
り
。

A
…
「
伝
寂
蓮
筆
益
田
本
」
に
極
め
て
近
い
も
の
。

B
…
「
文
保
二
年
六
月
四
日
」
付
の
「
参
議
藤
」
に
よ
る
奥
書
と
増

補
歌
群
を
も
つ
も
の
（
＝
文
保
奥
書
本
系
）。

（
2
）「
四
月
二
十
七
日
本
」
系

C
…
二
条
為
忠
筆
本
を
祖
本
に
す
る
も
の
。

C’
…
小
沢
芦
庵
本
の
転
写
本
。

D
…
今
井
似
閑
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
。

（
1
）（
2
）
の
分
類
の
基
準
に
つ
い
て
は
、「
千
里
集
」
序
文
末
尾
の
日

付
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
の
う
ち
、
林
原
美
術
館
本
は
三
本
と

も
序
文
末
尾
の
日
付
が
「
四
月
二
十
五
日
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

（
1
）「
四
月
二
十
五
日
本
」
系
に
属
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
藏

中
氏
（
二
〇
〇
〇
）
は
、（
1
）「
四
月
二
十
五
日
本
」
系
に
属
す
諸
伝
本

を
【
表
1
】
の
よ
う
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。



21

【
表
１
】「
四
月
廿
五
本
」
系
の
分
類

分
類

所
蔵
者

請
求
番
号

題

序
首

備
考

別
本

高
松
宮
旧
蔵

二
一
―
一
〇
九
―
三

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
現
蔵
）
『
大
江
千
里
集
』

『
大
江
千
里
集
』
定
家
本
透
写
・
江
戸
初
期
の
書
写
と
推
定

A
a
佐
賀
大

〇
九
四
五
―
二

『
大
江
千
里
集
』 

『
大
江
千
里
集
』 

寂
蓮
本
透
写
・
鍋
島
直
能
・
寛
文
七
年
十
二
月
下
浣
写

b
佐
賀
大

〇
九
五
四
―
三

『
大
江
千
里
集
』 

『
大
江
千
里
集
』 

寂
蓮
本
透
写
・
鍋
島
直
能
・
寛
文
八
年
初
春
念
六
写

c
今
治
市
河
野
美
術
館

三
四
七
―
八
五
四

（
旧
西
荘
文
庫
）

『
大
江
千
里
集
』 

『
大
江
千
里
集
』 

寂
蓮
本
写

d
彰
考
館

巳
五
―
〇
六
九
一
九

『
千
里
集
』

『
大
江
千
里
集
』 

聖
廟
御
集
・
是
則
集
・
公
忠
集
・
長
能
集
・
と
合
綴

e
島
原
図
書
館

松
一
三
五
―
一

『
大
江
千
里
集
』 

『
大
江
千
里
集
』 

f
鶴
舞
図
書
館

河
オ
―
三
七

『
江
千
里
奉
進
集　

全
』

『
進
謌
章
表
』

内
題
『
大
江
千
里
奉
進
謌
集
』・
河
村
益
根
写

B
a
群
書
類
従

巻
第
一
七
九
和
歌
部
三
四

『
大
江
千
里
句
題
和
歌
外
』
『
句
題
和
歌
』

版
本

b
多
和
文
庫

五
・
七

『
大
江
千
里
句
題
倭
歌
』

『
句
題
和
歌
』

群
書
類
従
本
写
・
源
正
宣
写
・
文
政
二
年
初
秋
写

c
大
坂
市
大

九
一
一
・
一
三
八O

EC

（
森
文
庫
）

『
句
題
和
歌
』

な
し

朗
詠
百
首
と
合
綴

d
神
宮
文
庫

文
三
―
一
一
〇
五

『
大
江
千
里
家
集　

全
』

な
し

e
岡
山
大

八
ノ
箱
P
九
一
一
／
三
一

（
池
田
文
庫
）

『
大
江
千
里
家
集
』

な
し

宝
暦
四
年
季
秋
写

f
内
閣
文
庫

二
〇
一
―
五
六
六
（
林
家
旧
蔵
）
『
大
江
千
里
詠
草　

全
』

な
し

g
彰
考
館

巳
一
二
・
〇
七
・
二
〇
六

『
泉
殿
釣
殿
歌
合
』

な
し

永
正
十
年
御
会
始
と
合
綴

h
書
陵
部

一
五
〇
・
二
一
〇

『
永
禄
奈
良
房
歌
合
』

な
し

永
禄
奈
良
房
歌
合
・
長
綱
百
首
と
合
綴

※　

藏
中
（
二
〇
〇
〇
）
一
〇
頁
～
一
一
頁
の
表
を
も
と
に
作
成
。
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分
類
A
の
う
ち
、a
・
b
佐
賀
大
本
は
書
写
奥
書
に「
寂
蓮
法
師
自
筆
本
」

を
も
っ
て
「
不
違
字
形
透
写
之
畢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
藏
中
氏
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

5
（

、誤
脱
や
誤
写
の
箇
所
が
数
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
、

書
写
態
度
に
若
干
不
審
な
点
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
類
A
の
a
・

b
は
「
伝
寂
蓮
筆
益
田
本
」（
以
下
、「
伝
寂
蓮
筆
本
」）
の
書
写
形
式
に

極
め
て
近
く
、
ま
た
、
表
の
中
で
、
書
写
年
代
が
明
確
な
伝
本
の
う
ち
最

も
古
い
書
写
年
代
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
大
変
貴
重
な
伝
本
で
あ

る
。
A 

c
今
治
市
河
野
美
術
館
本
も
ま
た
、
奥
書
に
「
此
一
冊
寂
蓮
法
師

自
筆
本
命
書
写
再
三
加
校
合
畢
」と
あ
り
、本
文
の
面
か
ら「
伝
寂
蓮
筆
本
」

に
最
も
近
い
伝
本
で
あ
る
。
そ
の
他
、
d
・
e
・
f
も
所
々
異
同
が
あ
る

も
の
の
、
比
較
的
「
伝
寂
蓮
筆
本
」
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
に
、「
伝
寂
蓮
筆
本
」
の
本
文
に
近
い
も
の
が
分
類
A
で
あ
る
。

　

分
類
B
は
先
述
し
た
と
お
り
、「
文
保
二
年
六
月
四
日
」
付
の
奥
書
を

有
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
群
書
類
従
本
系
が
流
布
本
の

代
表
を
担
っ
て
き
た
が
、
藏
中
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
類

従
本
が
属
す
分
類
B
は
、
伝
本
間
の
異
同
が
多
く
類
従
本
の
本
文
と
近
い

も
の
は
b
・
c
以
外
に
見
出
せ
な
い
。
藏
中
氏
（
二
〇
〇
〇
）
は
以
上
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
分
類
B
を
「
類
従
本
系
」
で
は
な
く
「
文
保
二
年
奥

書
本
系
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
た（

7
（

。
本
稿
に
お
い
て
も
、
そ

の
呼
称
を
継
承
し
、
分
類
B
を
「
文
保
二
年
奥
書
本
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

　

以
上
、
流
布
本
系
統
の
分
類
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
次
章
で
は
、
こ
の

分
類
に
基
づ
き
、林
原
美
術
館
本
が
ど
の
分
類
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、

そ
し
て
分
類
内
で
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
指
摘
で
き
る
か
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
。

3

−

2　

伝
寂
蓮
筆
益
田
本
と
林
原
美
術
館
本
の
関
係

　

本
稿
で
は
、「
四
月
二
十
五
日
本
」
系
内
に
お
い
て
林
原
美
術
館
本
が

分
類
A
、
分
類
B
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
の
か
検
証
を
お
こ
な
う
。
な
お
、

本
文
比
較
の
際
の
底
本
と
し
て
、
十
二
世
紀
後
半
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る

「
伝
寂
蓮
筆
本
」（
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成 

第
十
七
巻
』
に
影
印（

8
（

を
用

い
る
。

　

は
じ
め
に
分
類
B
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
底

本
と
分
類
B
の
決
定
的
な
違
い
は
、
後
者
が
「
詠
懐
」
部
の
後
に
「
文
保

二
年
六
月
四
日
」
付
の
「
参
議
藤
」
に
よ
る
奥
書
と
増
補
歌
群
を
も
つ
点

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
稿
者
が
林
原
美
術
館
本
三
本
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
「
文
保
二
年
」
の
奥
書
を
持
た
ず
、
ま
た
増
補
歌
群

も
付
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
藏
中
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
分

類
B
は
底
本
と
「
詠
懐
」
部
の
歌
順
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

【
表
2
】
の
よ
う
に
異
同
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
と
こ
ろ
、【
表
2
】
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
重
出
歌
や
欠
題
歌
、
歌
順
異
同
等
は
、
林
原
美
術
館
本
に
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
林
原
美
術
館
本
は
分
類
B
に
は
属

さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
林
原
美
術
館
本
が
分
類
B
に
属
さ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
本
文
異
同
と
書
写
形
式
の
観
点
か
ら
、
伝
寂
蓮
筆
本
と
の
関
係
を
み

て
い
こ
う
。

明
暦
四
年
本
と
の
関
係

　

は
じ
め
に
、「
池
田
綱
政
筆　

明
暦
四
年
本
」（
以
下
、「
明
暦
四
年
本
」

と
呼
称
す
る
）
と
の
関
係
を
み
て
い
く
。
底
本
と
明
暦
四
年
本
の
本
文
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
詩
題
、
歌
本
文
に
数
箇
所
の
誤
写
、
誤
脱
が
み
ら
れ

た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
墨
筆
に
よ
る
見
せ
消
ち
や
補
入
記
号
に
よ
っ
て
本

文
を
補
っ
て
お
り
、
補
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
底
本
と
す
べ
て
一
致
し
て

い
る
。
な
お
、
見
せ
消
ち
や
補
入
記
号
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

【
表
2
】
B
類
本
の
「
詠
懐
」
部
に
み
ら
れ
る
異
同

分
類

伝
本
名

底
本
の
部
立
と
歌
番
号

総
歌
数

春
一
九

（
欠
題
歌
）

秋
五
五

（
欠
題
歌
）
冬
六
六

（
欠
題
歌
）
遊
覧
八
三
遊
覧
九
一

（
欠
題
歌
）
雑
九
四

述
懐
一
〇
六

（
欠
題
歌
）

詠
懐
一
二
四

B
a
群
書
類
従

一
二
五

「
詠
懐
」
に
重
出

◯

◯      

◯      

◯   

欠 

◯

「
詠
懐
」
に
は
無

◯

b
多
和
文
庫

c
大
坂
市
大

d
神
宮
文
庫

一
二
三

「
詠
懐
」
に
の
み
有 

◯

◯      

◯      

欠 

◯ 

「
詠
懐
」
に
の
み
有

欠 

e
岡
山
大

f
内
閣
文
庫

一
二
一

「
詠
懐
」
に
の
み
有   

欠

欠 

◯      

欠 

◯

「
詠
懐
」
に
の
み
有

欠 

g
彰
考
館

一
二
〇

「
詠
懐
」
に
の
み
有   

欠 

欠 
欠 

欠 

◯

「
詠
懐
」
に
の
み
有

欠 

h
書
陵
部

※　

藏
中
（
二
〇
〇
〇
）
一
四
頁
の
表
を
も
と
に
作
成
。
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凡
例
…
（
寂
）
伝
寂
蓮
筆
益
田
本
、（
明
）
明
暦
四
年
本

●
見
せ
消
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所

22
番
・
歌

（
寂
）
こ
の
め
は
る
さ
か
え
こ
し
（
空
白
）
た
な
れ
は

　
　
　

は
な
の
か
け
と
そ
な
り
ま
さ
り
け
る

（
明
）
こ
の
め
は
る
さ
か
ひ江

こ
し
（本
ノ
マ
マ

空
白
）
た
な
れ
は

　
　
　

は
な
の
か
け
と
そ
成
ま
さ
り
け
りる

67
番
・
歌

（
寂
）
か
く
は
か
り
お
い
ぬ
と
お
も
へ
は
い
ま
さ
ら
に

　
　
　

ひ
か
り
の
す
く
る
事
も
お
ほ
え
す

（
明
）
か
く
は
か
り
お
い
ぬ
ると

思
へ
は
い
ま
さ
ら
に

　
　
　

ひ
か
り
の
す
く
る
事
も
お
ほ
え
す

79
番
・
歌

（
寂
）
雲
も
な
く
た
に
は
山
さ
へ
は
れ
ゆ
け
は

　
　
　

み
つ
の
い
と
こ
そ
あ
ら
た
な
り
け
れ

＂＂

＂

（
明
）
雲
も
な
く
た
に
は
山
さ
へ
は
れ
ゆ
け
は

　
　
　

み
つ
の
い
とろ

こ
そ
あ
ら
た
な
り
け
りれ

　
　
　
　
　

98
番
・
歌

（
寂
）
し
ら
つ
ゆ
はの

わ
か
る
ゝ
こ
と
に
た
ち
つ
れ
と

　
　
　

き
み
と
も
に
こ
そ
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
れ

（
明
）
し
ら
く
も
はの

わ
か
る
ゝ
こ
と
に
た
ち
つ
れ
と

き
み
と
も
に
こ
そ
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
れ

100
番
・
歌

（
寂
）
人
お
くる

と

も

に

る
と
も
に
は
る
さ
へ
す
き
ぬ
れ
は

　
　
　

こ
れ
か
う
ら
み
は
あ
ま
る
な
り
け
り

（
明
）
人
お
く
る
と
も
に
は
る
さ
へ
す
き
ぬ
れ
は

　
　
　

こ
れ
か
う
ら
み
は
あ
ま
りる

成
け
り

123
番
・
歌

（
寂
）
お
も
ふ
こ
と
な
く
う
く
ひ
す
にてつ
け
た
れ
は

　
　
　

い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
わ
れ
ひ
と
り
へ

本
マ
ヽ

＂
＂

＂＂

＂
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（
明
）
お
も
ふ
こ
と
な
く
う
く
ひ
す
に
つ
け
た
れ
は

　
　
　

い
ろ
も
ふか

は
ら
ぬ
わ
れ
ひ
と
り
て
へ
本
ま
ゝ

●
誤
脱
に
よ
る
補
入
記
号
が
施
さ
れ
て
い
る
箇
所

15
番
・
歌

（
寂
）
あ
か
て
の
み
す
き
ゆ
く
春
を
い
か
て
か
は

　
　
　

こ
ゝ
ろ
を
い
れ
て
お
し
ま
さ
る
へ
き

（
明
）
あ
⃝か
て
の
み
過
ゆ
く
春
を
い
か
て
か
は

　
　
　

こ
ゝ
ろ
を
い
れ
て
お
し
ま
さ
る
へ
き

95
番
・
詩
題

（
寂
）
別
後
相
思
夢
魂
遠

（
明
）
別
後
相
思
⃝夢
魂
遠

99
番
・
歌

（
寂
）
わ
か
れ
て
の
ゝ
ち
も
き
み
ゝ
ん
と
思
へ
と
も

　
　
　

こ
れ
を
い
つ
れ
の
と
き
と
か
は
み
る

＂

（
明
）
わ
か
れ
て
の
ゝ
ち
も
き
み
ゝ
ん
と
思
へ
と
も

　
　
　

こ
れ
を
い
つ
れ
の
と
き
⃝と
か
は
み
る

117
番
・
歌

（
寂
）
は
る
こ
と
に
あ
ひ
て
も
あ
は
ぬ
わ
か
身

　
　
　

か
な
は
な
の
ゆ
き
の
み
ふ
り
ま
か
ひ
つ
ゝ

（
明
）
は
る
こ
と
に
あ
ひ
て
も
あ
は
ぬ
わ
か
身

　
　
　

か
な
は
な
の
ゆ
き
⃝の
み

ふ
り
ま
か
ひ
つ
ゝ

　

ま
た
、
明
暦
四
年
本
で
は
、
底
本
で
見
せ
消
ち
さ
れ
て
い
た
箇
所
を
本

文
に
取
り
込
ん
で
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

●
底
本
の
見
せ
消
ち
を
本
文
に
取
り
込
ん
で
い
る
箇
所

49
番
・
歌

（
寂
）
あ
き
の
よ
のを

さ
む
み
な
き
つ
ゝ
ゆ
く
か
り
は

n
o

　
　
　

し
も
を
し
の
き
て
ゆ
き
か
へ
る
ら
ん

（
明
）
あ
き
の
よ
を
さ
む
み
な
き
つ
ゝ
行
雁
の

＂
＂
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し
も
を
し
の
き
て
ゆ
き
か
へ
る
ら
ん

98
番
・
歌　

※　

再
掲

（
寂
）
し
ら
つ
ゆ
はの

わ
か
る
ゝ
こ
と
に
た
ち
つ
れ
と

　
　
　

き
み
と
も
に
こ
そ
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
れ

（
明
）
し
ら
く
も
はの

わ
か
る
ゝ
こ
と
に
た
ち
つ
れ
と

き
み
と
も
に
こ
そ
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
れ

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
98
番
歌
で
、
明
暦
四
年
本
で
は
、
は
じ
め
に
第
一

句
目
を
「
し
ら
く
も
は
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
ほ
ど

「
は
」
の
箇
所
を
「
の
」
と
見
せ
消
ち
し
て
い
る
。
こ
の
見
せ
消
ち
か
ら

推
察
す
る
に
、「
し
ら
く
も
」
ま
で
は
底
本
の
見
せ
消
ち
を
も
と
に
校
訂

し
て
本
文
に
取
り
込
ん
だ
が
、最
後
の
「
の
」
だ
け
見
落
と
し
て
し
ま
い
、

そ
の
ま
ま
「
は
」
と
書
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
し
ら
く

も
は
」
と
い
う
本
文
を
持
つ
伝
本
は
伝
寂
蓮
筆
本
、
佐
賀
大
本
、
そ
し
て

異
本
系
統
の
み
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
暦
四
年
本
は
書
き
入

れ
の
位
置
や
書
写
形
式
か
ら
伝
寂
蓮
筆
本
を
祖
本
と
し
て
書
写
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
は
伝
寂
蓮
筆
本
が
親
本
で
あ
る

と
は
っ
き
り
言
え
な
い
が
、
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
誤
写
が
生
じ
た
理
由

＂
＂

＂＂

は
、
親
本
の
本
文
が
「
し
ら
く
も
は
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い

え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
底
本
に
写
さ
れ
て
い
る
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

伝
寂
蓮
筆
本
の
序
文
に
は
、
末
尾
に
千
里
の
位
階
に
関
し
て
、
次
の
よ
う

な
勘
注
が
存
在
す
る
。

　
　

本
云　

如
古
今
目
六
延
木
三
年
転

　
　
　
　
　

兵
部
大
丞
云
　々

此
位
署
不
審

藏
中
氏
（
二
〇
〇
〇
）
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
勘
注
を
留
め

て
い
る
伝
本
は
、
別
本
の
高
松
宮
旧
蔵
本
、
佐
賀
大
本
二
本
、
今
治
市
河

野
美
術
館
本
、
島
原
図
書
館
本
、
岡
山
大
本
、
内
閣
文
庫
本
の
七
本
の
み

で
あ
り
、
う
ち
島
原
図
書
館
本
、
岡
山
大
本
、
内
閣
文
庫
本
は
「
本
云
」

は
欠
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
勘
注
の
原
型
を
留
め
る
の
は
実

質
四
本
の
み
で
あ
る
。
明
暦
四
年
本
に
は
こ
の
勘
注
が
存
在
し
、
し
か
も

原
型
を
留
め
た
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
光
政
筆
本
、
延
宝
五
年

本
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
勘
注
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
、
底
本
に

は
句
題
五
つ
に
漢
字
の
発
音
等
に
関
す
る
注
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
明
暦
四
年
本
に
は
残
っ
て
い
る
が
、
光
政
筆
本
、
延
宝
五
年

本
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
現
象
が
み
ら
れ
る
。
後
ほ
ど
言
及
す
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る
が
、
こ
の
現
象
は
対
校
注
記
に
も
み
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
か

ら
、【
表
3
】【
表
4
】
に
お
い
て
、
光
政
本
、
延
宝
五
年
本
は
注
記
項
目

す
べ
て
が
「
／
（
ナ
シ
）」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
。

　

さ
て
、明
暦
四
年
本
の
句
題
に
み
え
る
漢
字
音
等
の
注
記
に
つ
い
て【
表

3
】
を
み
て
い
こ
う
。
な
お
、
表
に
は
A
に
分
類
さ
れ
て
る
そ
の
他
伝
本

も
併
せ
て
表
記
し
た
。
句
題
5
つ
に
み
え
る
漢
字
音
等
の
注
記
は
七
つ
あ

り
、
す
べ
て
一
致
す
る
伝
本
は
、
透
写
本
と
さ
れ
る
佐
賀
大
本
a
・
b
の

二
本
し
か
な
い
。
明
暦
四
年
本
は
八
六
の
「
ク
ワ
ン
」
と
一
一
三
の
「
生

水
」
を
欠
く
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
底
本
と
一
致
し
て
お
り
、
そ

の
他
の
伝
本
の
伝
存
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
底
本
に
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
同
じ
く
伝
寂
蓮
筆
本
を
転
写
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
河
野
美
術
館
本
と
注
記
の
箇
所
が
一
致
し
て
い
る

こ
と
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

　

次
に
、【
表
4
】
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、「
或
本
」
と
の
対

校
注
記
の
伝
存
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注
記
は
底

本
独
自
の
も
の
で
、
別
本
で
あ
る
高
松
宮
旧
蔵
本
に
は
存
在
し
な
い
。
さ

て
、「
或
本
」
と
の
対
校
注
記
は
全
部
で
六
つ
あ
り
、
明
暦
四
年
本
は
す

べ
て
底
本
と
一
致
し
て
い
る
。
底
本
独
自
の
対
校
注
記
が
一
致
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
明
暦
四
年
本
が
底
本
か
ら
派
生
し
た
伝
本
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
123
番
歌
の
注
記
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

123
番
・
歌　

※　

再
掲

（
寂
）
お
も
ふ
こ
と
な
く
う
く
ひ
す
に
つ
け
た
れ
は

　
　
　

い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
わ
れ
ひ
と
り
へ

本
マ
ヽ

（
明
）
お
も
ふ
こ
と
な
く
う
く
ひ
す
に
つ
け
た
れ
は

　
　
　

い
ろ
も
ふか

は
ら
ぬ
わ
れ
ひ
と
り
て
へ
本
ま
ゝ

123
番
歌
の
五
句
目
を
み
て
み
る
と
、
寂
蓮
筆
本
で
は
「
わ
れ
ひ
と
り

て
へ
」

に
「
本
マ
ヽ
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
は
、
諸
本
内

で
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
底
本
と
同
じ
表
記
の
も
の
に
、
A
佐
賀
大
本

a
・
b
の
二
本
や
A 

d
彰
考
館
本
が
あ
る
。
明
暦
四
年
本
と
同
じ
表
記
の

も
の
は
、A 

e
島
原
図
書
館
本
と
、「
四
月
廿
七
日
本
」
系
の
大
阪
市
大
本
・

三
手
文
庫
本
の
三
本
で
あ
る
。
A 

c
河
野
美
術
館
本
は
、
結
句
の
表
記
が

明
暦
四
年
本
と
一
緒
で
あ
る
が
、「
本
マ
ヽ
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
し
か

し
河
野
美
術
館
本
に
は
紺
の
墨
で
結
句
に
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
親
本

に
「
本
マ
ヽ
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
注
記
に
関
し
て
、
藏

中
氏
は
123
番
歌
の
結
句
は
「
わ
れ
ひ
と
り

て
へ
」
→
「
わ
れ
ひ
と
り
て
へ
」

→
「
わ
れ
ひ
と
り
て
ん
」
と
い
う
よ
う
に
誤
写
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
さ

て
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れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
明
暦
四
年
本
は
底
本
の
見
せ
消
ち
箇
所

を
そ
の
ま
ま
本
文
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
123
番
歌
に
つ
い
て
も
注
記
で
あ

る
「
本
マ
ヽ
」
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
傍
記
さ
れ
て
い
た
「
て
」
を
本
文
に

取
り
込
ん
だ
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
底
本
で
の
字
配
り
や
配
置

と
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
本
文
と
し
て
は
底
本
を
継
承
し
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
表
3
】
句
題
中
の
漢
字
音
に
関
す
る
注
記
の
伝
存

分
類

底
本
の
注
記

伝
本
名

七
六

レ
イ
ア
ヤ
ウ
シ

ハ
ケ
ム

厲

八
六

シ
ョ

ユ
ル
シ

ク
ワ
ン

八
九

● セ
ン
ミ
ル

一
一
二

ヲ
ク
ア
ワ

生
水

一
一
三
カ　

カ
ル 

カ
リ
ニ

キ
ン

ハ
ナ
ヒ
ル

瞻

假

林
原

明
暦
四
年
本

◯

◯

／

◯

◯

／

◯

光
政
筆
本

／

／

／

／

◯

／

／

延
宝
五
年
本

／

／

／

／

／

／

／

A

a
佐
賀
大

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

b
佐
賀
大

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

c
河
野
美
術
館

◯

◯

／

◯

◯

／

◯

d
彰
考
館

／

／

◯

／

／

◯

／

e
島
原
図
書
館

／

／

／

／" 

／

／

／

f
鶴
舞
図
書
館

／

／

／" 

／

／

／

／

※　

藏
中
（
二
〇
〇
〇
）
二
二
頁
の
表
を
も
と
に
作
成
。
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以
上
、
本
文
異
同
か
ら
書
き
入
れ
注
記
ま
で
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
考
え
る
に
、
明
暦
四
年
本
は
底
本
の
伝
寂
蓮
筆
本
と
本
文
的
に

大
変
親
し
い
関
係
性
に
あ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
転
写
本
で

あ
る
河
野
美
術
館
本
と
は
書
き
入
れ
箇
所
も
一
致
す
る
点
か
ら
、
同
じ
親

本
か
ら
派
生
し
た
伝
本
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
、書
写
形
式
か
ら
明
暦
四
年
本
と
底
本
と
の
関
係
を
検
証
し
た
い
。

明
暦
四
年
本
は
一
面
の
行
数
や
改
行
の
位
置
か
ら
、
底
本
と
書
写
形
式
が

酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
字
母
ま
で
は
忠
実
に

書
写
し
て
い
な
い
箇
所
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
本
を

親
本
に
し
た
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
暦
四
年
本
に
は
、
他
に

も
底
本
を
親
本
に
し
て
写
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
所
々
存
在
す
る
。
例

え
ば
、
底
本
で
は
22
番
歌
の
二
句
目
か
ら
三
句
目
に
か
け
て
次
の
よ
う
な

空
白
の
箇
所
が
あ
る
の
だ
が
、
明
暦
四
年
本
は
そ
の
空
白
を
そ
の
ま
ま
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
「
本
ノ
マ
マ
」
と
傍
記
し
て
い
る
。

22
番
・
歌 　

※　

再
掲

（
寂
）
こ
の
め
は
る
さ
か
え
こ
し
（
空
白
）
た
な
れ
は

　
　
　

は
な
の
か
け
と
そ
な
り
ま
さ
り
け
る

（
明
）
こ
の
め
は
る
さ
か
ひ江

こ
し
（本
ノ
マ
マ

空
白
）
た
な
れ
は

　
　
　

は
な
の
か
け
と
そ
成
ま
さ
り
け
りる

　

ま
た
、底
本
で
は
、72
・
76
・
77
・
124
番
歌
の
四
首
で
句
ま
た
が
り
が
み
え
、

そ
の
部
分
も
ま
っ
た
く
同
じ
改
行
の
仕
方
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
底
本
を
除
い
て
、
透
写
本
で
あ
る
佐
賀
大
本
a
・
b
に
し
か
み
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
明
暦
四
年
本
が
い
か
に
底
本
に
親
し
い
伝
本
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

＂

【
表
4
】「
或
本
」
と
の
対
校
注
記
の
伝
存

分
類

底
本
の
注
記

伝
本
名　
　

二
三
無
或
本
二
六
或
本
四
六
或
本
五
五
或
本
七
五
或
本

連
秋

林
原

明
暦
四
年
本

◯

◯

◯

◯

◯

光
政
筆
本

／

／

／

／

／

延
宝
五
年
本

／

／

／

／

／

A
a
佐
賀
大

◯

／

◯

◯

◯

b
佐
賀
大

◯

／

◯

◯

◯

c
河
野
美
術
館

或
本

◯

◯

◯

◯

d
彰
考
館

／

◯

◯

◯

◯

e
島
原
図
書
館

◯

◯

◯

或
本

◯

f
鶴
舞
図
書
館

／

／

／

／

／

※　

藏
中
（
二
〇
〇
〇
）
二
二
頁
の
表
を
も
と
に
作
成
。
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以
上
、
本
文
異
同
や
書
写
形
式
か
ら
底
本
と
の
関
係
性
を
み
て
き
た
。

結
論
と
し
て
、
明
暦
四
年
本
は
透
写
本
で
は
な
い
も
の
の
、
底
本
を
大
変

忠
実
に
転
写
し
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
明

暦
四
年
本
は
「
四
月
二
十
五
日
本
」
系
の
な
か
で
も
、
分
類
A
に
属
す
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

光
政
筆
本
と
延
宝
五
年
本

　

光
政
筆
本
と
延
宝
五
年
本
は
、
序
文
末
尾
の
書
き
入
れ
と
底
本
独
自
の

注
記
を
欠
く
も
の
の
、
本
文
に
関
し
て
は
伝
寂
蓮
筆
本
と
ほ
と
ん
ど
一
致

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
は
、
伝
寂
蓮
筆
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
明

暦
四
年
本
を
親
本
に
他
本
と
校
合
し
た
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
稿
者

は
以
前
、
同
じ
く
林
原
美
術
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
隣
女
和
歌
集
』
巻

一
の
三
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
考
察
し
た
。

…
…
以
上
の
こ
と
か
ら
、
林
原
美
術
館
本
3
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。
は
じ
め
に
、
光
政
が
寛
文
12
年
6
月
に

作
者
自
筆
本
を
も
っ
て
「
隣
女
集
」
巻
一
を
書
写
し
、
そ
の
5
カ
月

後
、
十
一
月
書
写
本
を
書
写
し
た
。
十
一
月
書
写
本
は
さ
ら
に
勅
撰

集
に
採
歌
さ
れ
た
歌
の
校
訂
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
光
政
の

息
子
で
あ
る
綱
政
は
、ま
ず
十
一
月
書
写
本
を
底
本
に
書
写
を
試
み
、

本
文
に
問
題
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
六
月
書
写
本
を
も
っ
て
校

訂
し
た
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る（

9
（

。

【
図
1
】
林
原
美
術
館
蔵
「
隣
女
集
」
3
本
の
成
立
過
程

雅
有
自
筆
本　
　
　
　
　

六
月
書
写
本　

（
校
合
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
書
写
本　
　
　

綱
政
筆
本

　

林
原
美
術
館
本
「
千
里
集
」
三
本
の
書
き
入
れ
と
本
文
の
異
同
か
ら
、

該
本
三
本
に
つ
い
て
も
ま
た
、
先
に
書
写
し
た
本
で
校
合
し
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
本
文
を
み
て
い
こ
う
。
光
政
筆
本
、
延
宝
五
年
本
で

は
、
22
番
の
詩
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
共
通
す
る
独
自
本
文
が
存
在

す
る
。

凡
例
…　
（
寂
）
寂
蓮
筆
本
、（
光
）
光
政
筆
本
、（
延
）
延
宝
五
年
本

22
番
・
詩
題

　
（
寂
）
春
條
長
定
夏
陰
盛

　
（
光
）
春
條
長
出
夏
陰
盛

　
（
延
）
春
條
長
出
夏
陰
盛
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22
番
の
詩
題
で
、
底
本
は
「
長
定
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
光
政
本
、
延
宝

五
年
本
で
は
「
長
出
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
諸
伝
本
に
も
見

出
す
こ
と
の
で
き
な
い
本
文
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
光
政
筆
本
、
延
宝
五
年

本
は
親
本
を
同
じ
く
す
る
伝
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
て
、明
暦
四
年
は
、

底
本
と
同
じ
「
長
定
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
定
」
の
横
に
「
出
」
の
異

体
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、光
政
本
、延
宝
五
年
本
を
書
写
す
る
際
に「
出
」

と
写
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
明
暦
四
年
本
独

自
の
書
き
入
れ
が
、
該
本
二
本
の
本
文
に
採
用
さ
れ
て
い
る
例
は
い
く
つ

か
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
3
番
の
詩
題
「
偸
閑
何
処
無
尋
春
」
の
「
何
」

に
つ
い
て
、明
暦
四
年
本
は
底
本
の
字
体
の
ま
ま
写
し
て
い
る
た
め
「
仁
」

の
よ
う
に
み
え
る
の
だ
が
、傍
書
に「
何
」と
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

該
当
箇
所
に
つ
い
て
、
光
政
本
、
延
宝
五
年
本
で
は
「
何
」
と
明
確
に
表

記
さ
れ
、
見
間
違
え
な
い
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
底
本

で
は
65
番
の
詩
題
が
「
霜
々
未
殺
萋
々
草
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

光
政
本
、
延
宝
五
年
本
で
は
「
霄
霜
未
殺
萋
々
草
」
と
い
う
独
自
本
文
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
暦
四
年
本
の
詩
題
の
傍

書
に
朱
筆
で
「
霄
霜
カ
」
と
い
っ
た
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
暦

四
年
本
の
書
き
入
れ
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他

に
も
序
文
や
76
番
、
77
番
、
86
番
、
89
番
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
明

暦
四
年
本
の
書
き
入
れ
が
い
っ
た
い
ど
の
本
に
拠
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
異
同
か
ら
、
光
政
筆

本
、延
宝
五
年
本
は
本
文
的
に
は
伝
寂
蓮
筆
本
に
属
す
と
考
え
て
よ
い
が
、

書
き
入
れ
か
ら
そ
の
親
本
は
明
暦
四
年
本
で
あ
り
、
本
文
を
他
本
で
校
合

し
た
上
で
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
林
原
美
術
館
本
三
本
の
本
文
系
統
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

三
本
は
四
月
二
十
五
日
本
系
統
の
な
か
で
も
、
伝
寂
蓮
筆
本
系
統
に
極
め

て
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
該
本
三
本
の

成
立
は
書
き
入
れ
や
本
文
の
異
同
か
ら
、
次
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
図
2
】
林
原
美
術
館
蔵
「
千
里
集
」
三
本
の
成
立
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　

他
本　
　
　
　
　
　

（
校
合
）　

伝
寂
蓮
筆
本　
　
　

明
暦
四
年
本　
　
　
　
　
　
　
　

光
政
筆
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
五
年
本

　

そ
れ
で
は
次
に
、
分
類
A
に
属
す
林
原
美
術
館
本
が
、
系
統
内
で
ど
の

よ
う
な
位
置
に
あ
る
伝
本
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
く
。
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4　

分
類
A
内
に
お
け
る
林
原
美
術
館
本
の
位
置
づ
け

　

前
章
に
て
、
林
原
美
術
館
本
が
伝
寂
蓮
筆
本
に
極
め
て
近
い
と
さ
れ
る

分
類
A
に
属
す
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、
林
原
美
術
館
本
三
本
の

う
ち
、
二
本
の
親
本
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
明
暦
四
年
本
が
分
類

A
内
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
3
章
で

も
述
べ
た
と
お
り
、「
四
月
廿
五
日
本
」
系
は
、
序
文
末
尾
の
千
里
の
位

階
に
関
す
る
勘
注
と
底
本
の
注
記
の
伝
存
状
況
か
ら
細
分
化
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
ふ
た
た
び
【
表
3
】
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
表
で
明

ら
か
な
よ
う
に
、
明
暦
四
年
本
は
二
三
の
注
記
以
外
、
す
べ
て
河
野
美
術

館
本
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
藏
中
氏
（
二
〇
〇
〇
）
は
河
野
美
術
館

本
の
二
三
の
注
記
に
つ
い
て
、「「
或
本
」
の
上
に
一
字
分
の
空
白
有
。」

と
注
記
さ
れ
、
も
と
は
「
無
或
本
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
稿
者
も
河
野
美
術
館
本
の
原
本
を
拝
見
し
、
た
し
か
に
「
或
本
」
の

上
部
分
に
一
字
分
の
空
白
を
確
認
し
た
が
、
一
字
分
削
っ
た
よ
う
な
痕
跡

は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
河
野
美

術
館
本
の
誤
写
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
親
本
の
欠
落
に
よ
る
も
の
な
の

か
定
か
で
は
な
い
。
次
に
、【
表
4
】
を
み
て
み
よ
う
。【
表
4
】
を
み
て

明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
暦
四
年
本
の
書
き
入
れ
箇
所
は
完
全
に
河
野
美
術

館
本
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
も
両
者
の
間
に
異
同
は

み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
佐
賀
大
本
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
26
番
歌
の
注
記

を
二
本
と
も
欠
い
て
お
り
、
さ
ら
に
55
番
の
「
或
本
」
と
「
連
秋
」
と
い

う
注
記
に
関
し
て
、
b
佐
賀
大
本
で
は
54 

番
と
55
番
に
分
け
て
書
写
さ

れ
て
い
る
点
が
明
暦
四
年
本
と
対
立
す
る
。
ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
も
107

番
の
詩
題
の
欠
如
や
118
番
歌
二
句
目
の
異
同
等
、
所
々
、
明
暦
四
年
本
と

対
立
す
る
本
文
が
存
在
す
る（

（1
（

。
ま
た
、
e
島
原
図
書
館
本
、
f
彰
考
館
本

に
つ
い
て
も
、
本
文
異
同
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
じ
系
統
で
な
い
と
考
え

る
。
以
上
の
検
証
か
ら
、
明
暦
四
年
本
は
、
佐
賀
大
本
よ
り
も
河
野
美
術

館
本
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
林

原
美
術
館
本
は
分
類
A
内
に
お
い
て
【
図
3
】
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
図
3
】
分
類
A
の
書
承
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
宝
五
年
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
暦
四
年
本　
　
　
　

光
政
筆
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

c
河
野
美
術
館

伝
寂
蓮
筆
本　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b
佐
賀
大
（
寛
文
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

a
佐
賀
大
（
寛
文
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

e
島
原
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

d
彰
考
館　
　
　
　
　

f
鶴
舞
図
書
館

透写 臨写
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【
図
3
】
に
示
し
た
よ
う
に
、分
類
A
は
伝
寂
蓮
筆
本
を
親
本
と
し
て
、

透
写
本
と
転
写
本
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
、
明
暦
四
年
本
は
転
写

本
系
に
属
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
光
政
筆
本
、
延
宝
五
年
本
が
配
置
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
林
原
美
術
館
本
は
転
写
本
で
あ
り
な
が
ら
、
底
本
を
忠
実
に
書

写
し
て
お
り
、
透
写
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
佐
賀
大
本
の
本
文
を
補
う
こ
と

が
で
き
る
点
で
、
分
類
A
内
に
お
い
て
大
変
重
要
な
位
置
に
あ
る
伝
本
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

5　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
千
里
集
」
に
つ
い
て
新
た
に
確
認
さ
れ
た
林
原
美
術
館

蔵
の
三
本
の
伝
本
に
つ
い
て
、
そ
の
本
文
系
統
を
明
ら
か
に
し
、「
千
里

集
」
諸
伝
本
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
結
果
、
林
原
美
術
館
本
は
流
布
本
系
統
の
伝
寂
蓮
筆
益
田
本
か
ら

派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
池
田
綱
政
筆
明
暦
四
年
本
に
つ
い
て

は
、
伝
寂
蓮
筆
本
の
な
か
で
も
書
写
年
代
が
最
も
古
く
伝
来
も
は
っ
き
り

し
て
い
る
点
か
ら
、流
布
資
料
的
価
値
の
高
い
伝
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
そ
の
他
二
本
に
つ
い
て
も
、
流
布
本
系
統
の
書
写
活
動
を
か
い
ま

み
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
で
は
、
林

原
美
術
館
本
以
外
の
諸
伝
本
、
特
に
河
野
美
術
館
本
や
佐
賀
大
本
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
ま
で
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

［
注
］

（
1
）　

日
本
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
（
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
2
）　

金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

増
補
版　

句
題
和

歌
・
千
載
佳
句
』
培
風
館
刊
（
一
九
五
五
年
）

（
3
）　

橋
本
不
美
男
「
流
布
本
『
大
江
千
里
集
』（
句
題
和
歌
）
の
原
型

に
つ
い
て
」『
王
朝
和
歌
資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院
（
一
九
九
二
年
）

（
4
）　

蔵
中
さ
や
か
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究
大
江
千
里
集
・
和
歌

一
字
抄
』
お
う
ふ
う
（
二
〇
〇
〇
年
）

（
5
）　

な
お
、
光
政
筆
本
に
つ
い
て
は
、
石
坂
善
次
郎
編
『
池
田
光
政
公

伝　

下
』
東
京
印
刷
株
式
会
社
（
一
九
三
二
年
）
の
一
二
一
七
頁
に
て

既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
山
藩
主
池
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
調
度
品
を
整
理
し
た
『
調
度
記
』（
明
治
期
に
作
成
）
の
「
書
画
之

部/

懸
物
四　

三
十
八
」
に
も
「
綱
政
公
御
筆
」
と
し
て
二
冊
の
「
千

里
集
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
岡
山
藩
池
田
家
の
文
化
財
管
理
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
浅
利
尚
民
氏
「
旧
岡
山
藩
主
池
田
家
の
近
代
に
お
け
る

文
化
財
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
」『
林
原
美
術
館
紀
要
・
年
報
』
三
号
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（
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
藏
中
（
二
〇
〇
〇
）、
一
三
頁
。

（
7
）
藏
中
（
二
〇
〇
〇
）、
一
五
頁
。

（
8
）
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成 

第
十
七
巻
』
四
一
二
頁
。

　
　

…
…
本
の
大
き
さ
は
、
た
て
一
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ

一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
雲
紙
を
交
用
し
て
、
墨
付
二
十
七
丁
、

前
後
に
遊
紙
各
一
丁
を
置
い
た
冊
子
本
で
あ
る
。（
中
略
）
…
…
し
か

し
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
の
書
写
で
あ
る
「
伝
寂
蓮
筆
雲

紙
本
朗
詠
集
切
」（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）（
本
大
成
第
十
五
巻
35
）

な
ど
の
趣
致
は
、
こ
の
「
伝
寂
蓮
筆 

千
里
集
」
に
共
通
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
な
る
と
自
然
、
こ
の
「
千
里
集
」
も
平
安
時
代
末
期
、
十
二

世
紀
後
半
こ
ろ
の
書
写
に
推
定
す
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
も
な
る

の
で
あ
る
。

（
9
）　

拙
稿
「『
隣
女
和
歌
集
』
巻
一
の
基
礎
的
考
察
」『
関
西
大
学
国
文

学
』
一
〇
二
号
、
関
西
大
学
国
文
学
会
（
二
〇
一
八
年
）、
一
一
九
頁
。

（
10
）　

ち
な
み
に
、
94
番
・
詩
題
「
悠
々
一
別
已
三
年
」
に
つ
い
て
、
底

本
で
は
二
文
字
目
が
判
読
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
佐
賀
大
本
で
は
虫

損
を
示
す
線
を
記
入
し
て
い
る
が
、
林
原
美
術
館
本
で
は
三
本
と
も

「
悠
々
一
別
已
三
年
」
と
書
写
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
に
開
か
れ
た
和
歌
文
学
会

関
西
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
．
発
表
時
、
種
々
御

教
示
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
た
び

閲
覧
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
林
原
美
術
館
、
今
治
市
河
野
美
術
館
の

皆
様
に
も
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

 

（
さ
か
も
と　

み
き
／
本
学
大
学
院
生
）


